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研究成果概要 
	 次世代ニュートリノ検出器計画「ハイパーカミオカンデ」で十分な高性能化をもたら

す新型光電子増倍管の実運用と、低バックグラウンド化研究を大きく進展させた。 
 
	 スーパーカミオカンデのタンク内で１２年ぶりの保守改良作業が実施され、１００本

以上の不具合光電子増倍管を、ハイパーカミオカンデ用に開発した新型光電子増倍管に

置き換えることとなった。そこで、取り付け候補となる１４５本の新型光電子増倍管の

詳細性能評価を行い、較正とともに全てがハイパーカミオカンデに十分な性能を持ち、

個体差も少なく十分な品質であることを確認した。 
これら新型光電子増倍管は、スーパーカミオカンデ内に１００本以上取り付けられ、

内１０本にはハイパーカミオカンデで用いる予定の低バックグラウンド化が可能な新型

爆縮連鎖抑止カバーを用意し、取り付けた。年末にはこれらの動作確認を行い、年度末

に検出効率・時間精度・光子計数性能が全て十分従来型より倍に向上していることを確

認した。また、ノイズ計数レートが安定な低温水中下で３割程下がることを確認し、今

後の安定化でさらに低減し、安定に動作するかを継続調査する。 
 
	 これまで、新型光電子増倍管の唯一の欠点としてノイズ計数レートが高い難点があっ

た。そこで受光面の製法を最適化することにより、２〜３割の低下に成功した。また、

ガラス内の放射性混入物によるシンチレーション光がノイズ計数を大きく上げているこ

とが分かり、ガラス内の放射性物質減量を試みた。ガラスからの発光量、ガラスやガラ

ス炉の原材料、ガラス製造工程から改良点を検討した結果、徐々に原材料の線量を落と

す方針を固め、今後１年で発光バックグラウンドの低下を見込む。 
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